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研究課題名「閉塞性肺疾患の状態悪化を予測する多施設後ろ向き研究」に関す

る情報公開 
 
１．研究の対象 

本研究の対象者は，2007年 4月～2022年 12月までに共同研究機関である公立陶生
病院で十分な検査が行われ，閉塞性肺疾患と診断された患者です．  

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
COPDを含む閉塞性肺疾患は，感染症等によって急速に状態が悪化するため，事
前に状態悪化を予測し，効果的に予防することが重要であるが，これまで有効な

ツールはありませんでした．そこで，状態悪化に影響する臨床情報やワクチン接

種歴等を網羅的に検討し，事前に状態悪化を予測する機械学習アルゴリズムの開

発を行う事で，悪化リスク群の層別化や治療推奨につながり，閉塞性肺疾患の状

態悪化の減少につながる可能性があります． 
 
研究方法：2007年 4月～2022年 12月に，共同研究機関で COPDを含む閉塞性
肺疾患の診断を受けられた患者さんの診療情報を収集し，広義の人工知能を用い

て状態悪化を予測するための解析を行います．解析は名古屋大学医学部附属病院

メディカル ITセンターで行われます． 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2028年 3月 31日 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 

診療情報(カルテ)から，年齢，性別，喫煙歴，原疾患，血液検査，画像検査等の情報
を収集します． 

 
４．外部への試料・情報の提供 

収集した情報は定型化された電子データベースに研究者が直接入力し，電子媒体に記

録します．電子媒体は特定の関係者以外がアクセスできない状態で保管され，共同研

究者によって解析施設(名古屋大学)に移送され，専門的解析を行います．対応表は，
共同研究機関の研究責任者が保管・管理します． 

 



 

 

 

５．研究組織 
名古屋大学医学部附属病院 メディカルITセンター・特任助教・古川大記 
公立陶生病院 呼吸器・アレルギー疾患内科・部長・近藤康博 

 
６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい． 
 ご希望があれば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で，研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい． 
また，試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので，下記の連絡先まで

お申出ください．その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません． 
 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
研究責任者：名古屋大学医学部附属病院メディカル ITセンター 古川大記 
〒466-8550 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65番地 名古屋大学医学部附属病院メデ

ィカルITセンター 

Tel: 052-744-1977 

FAX：052-744-1916 

 

研究代表者：名古屋大学医学部附属病院メディカル ITセンター 古川大記 
 


